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1
北海道
稚内市 日本

にほん

の最北
さいほく

で酪農
らくのう

地帯
ちたい

を守
まも

るメークマ海岸
かいがん

の治山
ちさん

事業
じぎょう

S45～H11 最北端の寒冷地海岸林造成地。

2
北海道
北見市

煙害
えんがい

の山
やま

を緑
みどり

に戻
もど

し歴史的
れきしてき

産業
さんぎょう

史跡
しせき

を残
のこ

したイトムカの

治山事業
ちさんじぎょう

S48～S59
イトムカ鉱山跡地（水銀鉱石の製錬）の
復旧。

3
北海道
羽幌町 離島

りとう

に創
つく

った水源林
すいげんりん

S29～H2
天売島・焼尻島の水源林を再生し、水
道水源の流水量を安定化。

4
北海道
月形町ほか

樺
かば

戸
と

山系
さんけい

を治
おさ

め石狩川
いしかりがわ

の氾濫
はんらん

を鎮
しず

めた石狩川
いしかりがわ

地区
ちく

民有
みんゆうり

林
ん

直轄
ちょっかつ

治山
ちさん

事業
じぎょう

S46～H19
全国で初めて「低ダム群工法」を導入
し、渓床を安定化。

5
北海道
洞爺湖町
ほか

幾度
いくど

の噴火
ふんか

災害
さいがい

に貢献
こうけん

した有珠山
うすざん

の治山事業
ちさんじぎょう

Ｓ52～H17
有珠山の噴火(S52）の復旧とH12の噴
火で温泉街などを保全。

6
北海道
奥尻町

未曾有
みぞう

の被害
ひがい

から離島
りとう

を復興
ふっこう

させた北海道
ほっかいどう

南西
なんせい

沖
おき

地震
じしん

（奥尻島
おくしりとう

）の治山
ちさん

事業
じぎょう

H5～H6 北海道南西沖地震（H5）の復旧。

7
北海道
森町ほか 土石流

どせきりゅう

から街
まち

を守
まも

る駒ヶ岳
こまがたけ

の治山事業
ちさんじぎょう

S38～H24
駒ヶ岳の火山地域対策。豪雨等による
土砂流災害や泥流災害で効果を発揮。

8
北海道
えりも町

地域
ちいき

の協力
きょうりょく

を得
え

て豊
ゆた

かな森
もり

と海
うみ

をよみがえらせたえりも

岬
みさき

の治山事業
ちさんじぎょう

Ｓ28～H9
漁業者と協力して海岸林を再生。昆布
の質量が向上するなど地域の振興に貢
献。

9
青森県
五所川原市 先人

せんじん

の知恵
ちえ

とヒバの耐久性
たいきゅうせい

を伝
つた

える木製
もくせい

堰堤
えんてい

T5～S33
戦前・戦後に設置された現地発生のヒ
バ被害木による木製堰堤群。

10
青森県
つがる市
ほか

人々
ひとびと

の暮
く

らしを風
かぜ

や飛砂
ひさ

から守
まも

る屏風山
びょうぶさん

海岸
かいがん

防災林
ぼうさいりん

造
ぞう

成
せい

事業
じぎょう

S7～H25
天明の大凶作の際の乱伐により荒廃し
た海岸林を再生。メロンの産地として地
域振興に貢献。

11
岩手県
宮古市

カスリン・アイオン台風
たいふう

の大災害
だいさいがい

の記憶
きおく

を伝
つた

える治山事
ちさんじぎょう

業
S25～H17

アイオン台風（S23）により早池峰山山麓
に発生した河道閉塞が決壊し、下流の
宮古市などが被災。当時最大級の堰堤
を設置。

12
岩手県
一関市

平成
へいせい

２０年
ねん

岩手
いわて

・宮城
みやぎ

内陸
ないりく

地震
じしん

を後世
こうせい

に伝
つた

える磐井川
いわいがわ

地
ちく

区民有林
みんゆうりん

直轄
ちょっかつ

治山
ちさん

事業
じぎょう

S44～H3
岩手・宮城内陸地震の際に防災効果を
発揮。トンネル暗渠工からの湧出水は
上水道として活用。

13
秋田県
能代市

能代
のしろ

の街
まち

を飛砂
ひさ

から守
まも

る海岸
かいがん

防災林
ぼうさいりん

造成
ぞうせい

事業
じぎょう

（風
かぜ

の松
まつ

原
ばら

）
T10～S62

日本海中部沖地震（S58）で発生した津
波の威力が減衰。富樫健次郎氏の献身
的な努力と官有地の組み替えなどを実
施。

14
秋田県
小坂町ほか 緑

みどり

をよみがえらせた小坂
こさか

鉱山
こうざん

煙害地
えんがいち

復旧
ふっきゅう

治山事業
ちさんじぎょう

M43～H19
被害面積５万haと言われた小坂鉱山煙
害地の復旧。ﾆｾｱｶｼｱは養蜂、民芸品
に貢献。

15
山形県
酒田市ほか 人々

ひとびと

の暮
く

らしを飛砂
ひさ

から守
まも

る庄内
しょうない

海岸
かいがん

防災林
ぼうさいりん

造成
ぞうせい

事業
じぎょう

S26～S46
「砂の女」のモデル。日本海中部沖地震
（S58）で効果を発揮。

16
栃木県
日光市

自然
しぜん

景観
けいかん

に配慮
はいりょ

しつつ長大
ちょうだい

な崩壊
ほうかい

地
ち

を復旧
ふっきゅう

してきた男体
なんたいさ

山
ん

治山事業
ちさんじぎょう

S33～H22
薙や堀と呼ばれる急勾配の崩壊地の渓
床侵食を防止し、土砂生産を安定化。

17
栃木県
日光市 足尾

あしお

荒廃地
こうはいち

の緑
みどり

の復元
ふくげん

（足尾
あしお

治山事業
ちさんじぎょう

） M30～H22
大規模な山火事と足尾銅山による過
伐、亜硫酸ガスの被害により、消失した
森林の復旧。

18
神奈川県
山北町ほか 関東

かんとう

大震災
だいしんさい

からの復旧
ふっきゅう

（丹沢
たんざわ

・箱根
はこね

地域
ちいき

） T12～S5
関東大震災（T12）により神奈川県の林
野面積の７％に及んだ崩壊地の集中的
な復旧。

19
神奈川県
山北町

昭和
しょうわ

４７年
ねん

豪雨
ごうう

災害
さいがい

の記憶
きおく

を伝
つた

える治山工事
ちさんこうじ

（足柄上郡
あしがらかみぐん

山北町
やまきたまち

中川地内
なかがわちない

）
S48～S54

神奈川県内で戦後最大の豪雨災害の
復旧。「箒杉」が集落を守ったとの逸話
が残り、豪雨災害発生日には毎年地域
の人々が参拝。

20
新潟県
長岡市 飛砂

ひさ

とのたたかいを克服
こくふく

した寺泊
てらどまり

地区
ちく

海岸
かいがん

防災林
ぼうさいりん

事業
じぎょう

S23～H24

信濃川の大河津分水の通水（T11）によ
り出現した砂浜からの住民生活への飛
砂被害を防止するため海岸林を造成。

治山施設等の名称所在地

「後世に伝えるべき治山～よみがえる緑～」選定結果

主要な工期 選定概要
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21
新潟県
長岡市ほか

新潟県
にいがたけん

中越
ちゅうえつ

地震
じしん

で発生
はっせい

した地
じ

すべりから住民
じゅうみん

の生活
せいかつ

を

守
まも

る中越
ちゅうえつ

地区
ちく

直轄
ちょっかつ

地
じ

すべり防止
ぼうし

事業
じぎょう H16～H24

新潟県中越地震（H16）で発生した地す
べりの復旧。

22
新潟県
糸魚川市 大

おお

なだれから柵口
ませぐち

地区
ちく

を守
まも

る～なだれ誘導
ゆうどう

堤
てい

と雪
ゆき

ダム～ S61～S63

県内最大級のなだれ被害に対し、県内で
は唯一のなだれ誘導工などを整備。その
後のなだれでも被害は発生していない。
地区は世界ジオパークの一要素。

23
新潟県
妙高市

地域
ちいき

の安全
あんぜん

・安心
あんしん

に貢献
こうけん

する「八幡
やはた

」(上平丸
かみひらまる

)地すべり防
ぼう

止
し

事業
じぎょう

S11～H19
杭打ち工を全国に先駆け本格実施。
H22に発生した地すべりの際に河川本
流への土砂流入を阻止。

24
富山県
入善町 農業

のうぎょう

の発展
はってん

に寄与
きよ

した入善海岸防災林
にゅうぜんかいがんぼうさいりん

造成
ぞうせい

事業
じぎょう

S60～H24
昭和40年代からの土地利用の高度化
に伴い急激に減少した海岸林の造成。

25
石川県
小松市 航空

こうくう

実播
じっぱん

工法
こうほう

を採用
さいよう

した治山
ちさん

事業
じぎょう

S47～S63
鉱山跡地のはげ山復旧。初期の航空実
播工を実施。

26
石川県
加賀市

砂嵐
すなあらし

の脅威
きょうい

から地域
ちいき

を保全
ほぜん

した加賀
かが

海岸
かいがん

国有林
こくゆうりん

海岸
かいがん

防
ぼう

災林
さいりん

造成
ぞうせい

事業
じぎょう

M44～T13
藩政時代から砂防植林を実施。明治期
の枯損により消失した海岸林の再生。
治山事業初期の海岸林造成事業。

27
福井県
大野市 ミノ又谷

みのまただに

大崩壊地
だいほうかいち

における治山事業
ちさんじぎょう

Ｓ38～S54
九頭竜川上流の溶岩層が複数重なり土
砂発生源になっていたミノ又谷大崩壊
地の復旧。

28
山梨県
笛吹市 山地

さんち

を守
まも

り続
つづ

けて１世紀
せいき

　三ツ澤
みつさわ

治山
ちさん

堰堤
えんてい

M44
第一期森林治水事業で整備された空石
積治山堰堤。

29
長野県
王滝村

御岳
おんたけ

の土石流
どせきりゅう

跡
あと

に緑
みどり

を甦
よみがえ

らせた長野県
ながのけん

西部
せいぶ

地震
じしん

災害
さいがい

復
ふっ

旧
きゅう

S59～H25
長野県西部地震（S59）の復旧。3,600万
ｍ3の土砂の流出防止と緑化。

30
長野県
飯田市

砂防
さぼう

学校
がっこう

と共
とも

に歩
あゆ

み官民
かんみん

一体
いったい

となって取
と

り組
く

んだ上久堅
かみひさかた

地区
ちく

の治山
ちさん

工事
こうじ

T６～S31
村が村営砂防（治山）学校を創り地域と
一体となって治山事業を推進。

31
長野県
喬木村 鬼

おに

が住
す

むと恐
おそ

れられた大
だい

荒廃地
こうはいち

「九十九谷
くじゅうくたに

」の森林
しんりん

再生
さいせい

S３～S29
過伐や焼き畑などにより「鬼の住む」と
まで言われるほど荒廃した九十九谷の
復旧。

32
長野県
中川村ほか 伊那谷

いなだに

を襲
おそ

った梅雨
ばいう

豪雨
ごうう

災害
さいがい

（36災害
さいがい

）山腹
さんぷく

崩壊地
ほうかいち

復旧
ふっきゅう

S37～H7
上伊那地方が大洪水に見まわれた昭
和36年伊那谷梅雨前線豪雨災害の復
旧。

33
岐阜県
土岐市ほか 土岐

とき

地区
ちく

はげ山
やま

復旧
ふっきゅう

治山
ちさん

工事
こうじ

S7～S47
窯業で荒廃した土岐川流域のはげ山復
旧。

34
静岡県
静岡市 災害

さいがい

復旧
ふっきゅう

の記憶
きおく

を伝
つた

える安倍
あべ

川
かわ

民有林
みんゆうりん

直轄
ちょっかつ

治山
ちさん

事業
じぎょう

S31～S53

崩壊と土石の流出を繰り返していた安
倍川流域の復旧。国内で最初の鋼製堰
堤が整備されるなど先進的な工法を導
入。

35
静岡県
静岡市 東海

とうかい

の大動脈
だいどうみゃく

を守
まも

る由比
ゆい

地
じ

すべり防止
ぼうし

事業
じぎょう

S23～H12
東海道の交通・通信の大動脈を直下に
持つ地すべり地の復旧。

36
静岡県
藤枝市

静岡県
しずおかけん

下
か

最大級
さいだいきゅう

の雑割
ざつわり

石
いし

空積
からづみ

工法
こうほう

を採用
さいよう

した滝沢
たきざわ

地区
ちく

治山事業
ちさんじぎょう

M45～大正初期
明治後期から大正初期の空積流路工
の展示的施設。

37
静岡県
御前崎市
ほか

海岸
かいがん

地域
ちいき

の発展
はってん

に寄与
きよ

した遠州灘
えんしゅうなだ

沿岸
えんがん

の斜
なな

め海岸林
かいがんりん

S7～S60
幕末から整備された偏西風を受け流す
「斜め海岸林」の保全・整備。

38
愛知県
瀬戸市

ホフマン工事
こうじ

～日本
にほん

に現存
げんぞん

する唯一
ゆいいつ

の欧州式
おうしゅうしき

治山
ちさん

工事
こうじ

施工地
せこうち

～
M38

ホフマン氏の指導により作成された設
計書を元に行われたはげ山復旧。現在
の設計思想である渓床勾配の緩和等の
概念を先駆的に導入。

39
愛知県
瀬戸市 瀬戸

せと

のはげ山
やま

復旧
ふっきゅう

と萩御殿
はぎごてん

M33～S44
治山事業の創世記から始められたはげ
山復旧と、見学等のために設置された
萩御殿の保存。

40
滋賀県
大津市

禿
は

げ山
やま

から地域
ちいき

に親
した

しまれる森林
しんりん

に復旧
ふっきゅう

した田上山
たなかみやま

の治
ちさ

山事業
んじぎょう

M30～H15

藤原宮や社寺の造営で乱伐された田上
山のはげ山復旧。

主要な工期 選定概要所在地 治山施設等の名称
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41
大阪府
泉南市ほか 泉南地域

せんなんちいき

のはげ山
やま

復旧
ふっきゅう

S28～S39

薪炭のための過伐によるはげ山で農業
用のため池が決壊し鳥取池の大災害
（S27、災害救助法適用第1号）が発生。
翌年から本格的にはげ山復旧。

42
兵庫県
神戸市ほか 豊

ゆた

かな緑
みどり

を未来
みらい

に　～六甲山
ろっこうさん

の治山事業
ちさんじぎょう

～ M26～H17

牧野富太郎博士が雪に例えるほど過度
の森林利用によりはげ山となった六甲
山系の復旧。新たな地震対策工法（ﾛｰ
ﾌﾟﾈｯﾄﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ工法）を開発。

43
和歌山県
美浜町 煙樹ヶ浜

えんじゅがはま

松林
まつばやし

保全
ほぜん

に貢献
こうけん

した吉原
よしはら

地区
ちく

治山
ちさん

事業
じぎょう

S61～H14

藩政時代から守られてきた海岸林を管
理・保全。松葉かきで集めた松葉を堆肥
化し、キュウリなどを特産化。

44
鳥取県
鳥取市

砂丘
さきゅう

らっきょうをはじめとする地域
ちいき

産業
さんぎょう

の基盤
きばん

形成
けいせい

に寄
きよ

与した海岸
かいがん

防災林
ぼうさいりん

造成
ぞうせい

事業
じぎょう

S25～S38

飛砂により不毛の地となっていた砂丘
に大正時代から植林に取組み、昭和25
年から本格的に造成。らっきょうの産地
が形成されるなど地域経済に貢献。

45
島根県
浜田市ほか

昭和５８年に発生
はっせい

した大災害
だいさいがい

の記憶
きおく

を伝
つた

える災害
さいがい

復旧
ふっきゅう

治
ちさ

山事業
んじぎょう

S58～S61
島根災害（S58）の復旧。治山事業箇所
560カ所。

46
岡山県
玉野市 岡山県

おかやまけん

玉野市
たまのし

における「はげ山
やま

」森林
しんりん

復旧
ふっきゅう

S23～S62

戦中・戦後に燃料として過伐したことに
よるはげ山の復旧。流出した土砂は天
井川を形成し、降雨の度に甚大な被
害。

47
広島県
呉市ほか 広島県

ひろしまけん

沿岸部
えんがんぶ

のはげ山
やま

を復旧
ふっきゅう

した治山事業
ちさんじぎょう

S22～S39
製塩に起因する広島県内最大のはげ
山復旧。

48
山口県
防府市 西目山

にしめやま

地区
ちく

における航空
こうくう

実橎工
じっぱんこう

Ｓ43～Ｓ46
大面積山火事跡地の復旧。初期のヘリ
コプターによる航空実播を本格的に実
施。

49
徳島県
三好市

大規模
だいきぼ

地
じ

すべりから地域
ちいき

を保全
ほぜん

した平谷
たいらだに

地
じ

すべり防止
ぼうし

事
じぎょ

業
う

S36～H4

S29台風12号による大規模な地すべり
被害の復旧。船底型袖部構造併用のブ
ロック構造を施工。S50台風豪雨で一時
活発化したがS55以降沈静化。

50
愛媛県
今治市 護山

ござん

治水
ちすい

Ｔ2～Ｓ9

白い島と言われるほどのはげ山を、森
林組合の設立などにより復旧。山を護る
大切さを記念した「護山治水」の碑が立
つ。

51
高知県
室戸市

大規模
だいきぼ

崩壊
ほうかい

地
ち

（加
か

奈
な

木
ぎ

のつえ）の復旧
ふっきゅう

により地域
ちいき

を保全
ほぜん

した大道
おおどう

南山
みなみやま

復旧
ふっきゅう

治山事業
ちさんじぎょう

Ｔ6～Ｓ39
「加奈木の潰(つえ)」と呼ばれる大崩壊
地の復旧。復旧箇所は世界ジオパーク
の一要素。

52
福岡県
添田町 地域

ちいき

防災
ぼうさい

に貢献
こうけん

した英彦山
ひこさん

遊水
ゆうすい

堰堤
えんてい

S14～S18
戦時に建設され、張石粗石混凝土工が
保存。

53
佐賀県
伊万里市

昭和
しょうわ

26年
ねん

に発生
はっせい

した大災害
だいさいがい

の記憶
きおく

を伝
つた

える乙女
おとめ

地区
ちく

地
じ

すべり防止
ぼうし

事業
じぎょう

S25～S39
S40～S51
H元～H14

S26・S32に大規模な地すべりが発生し、
「地すべり等防止法」の制定のきっかけ
の一つ。北松型地すべりの呼称の発
祥。

54
長崎県
長崎市

自然
しぜん

環境
かんきょう

にやさしい工法
こうほう

を施工
せこう

した福田
ふくだ

地区
ちく

復旧
ふっきゅう

治山
ちさんじぎょ

事業
う

H8～H10
樹木の根系の土壌緊縛機能を活かした
新たな山腹工法の開発と普及。

55
長崎県
島原市ほか 緑

みどり

を復元
ふくげん

した雲仙
うんぜん

・普賢岳
ふげんだけ

の治山事業
ちさんじぎょう

H3～H18
雲仙・普賢岳噴火災害の復旧。スー
パー治山ダムや大面積の航空実播工
などを施工。

56
長崎県
島原市 土石流

どせきりゅう

から住民
じゅうみん

を守
まも

る眉
まゆ

山
やま

地区
ちく

治山
ちさん

事業
じぎょう

Ｔ5～H11
島原大変・肥後迷惑と言われる災害跡
の大崩壊地の復旧

57
熊本県
阿蘇市

九州
きゅうしゅう

北部
ほくぶ

豪雨
ごうう

災
さい

で効果
こうか

を発揮
はっき

した阿蘇
あそ

山麓
さんろく

の治山
ちさん

施設
しせつぐん

群
S57～H22

九州北部豪雨（H24）の際に防災機能を
発揮。

58
大分県
由布市 由布院

ゆふいん

温泉郷
おんせんきょう

を守
まも

っている治山
ちさん

ダム群
ぐん

Ｔ2～H19
由布岳の噴火活動の荒廃地を復旧。24
年の豪雨時に土石流を補足し、被害の
拡大を防止。

59
宮崎県
宮崎市 台風

たいふう

被害
ひがい

から山河
さんが

を甦
よみがえ

らせた鰐
わに

塚
つか

山
やま

山系
さんけい

治山事業
ちさんじぎょう

H17～H18
大規模崩壊（いわゆる深層崩壊）箇所
の本格的な復旧対策。

60
鹿児島県
鹿児島市 土石流

どせきりゅう

から生命
せいめい

・財産
ざいさん

を守
まも

る桜島
さくらじま

の治山
ちさん

施設
しせつ

S39～H8 桜島火山対策。渓間工1442基設置。

注：主要な工期は、治山施設等の設置と緑化・造成がほぼ完了した期間をいい、このほか保全管理や修繕・復旧のための工事、付帯
的な工事等が実施されている場合がある。

主要な工期 選定概要所在地 治山施設等の名称


